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藤井 ゾロアスター教徒の衣裳

ゾ ロアス タ0教 徒 の衣裳

 西アジア収集の回想

藤  井  知  昭*

1.は じ め に

 A.ト イ ンビーの死 を知 ったのは,昨

年10月23日 の 正午 ごろであ った。 イス タ

ンブール調査の間をぬ って,ゴ ール ド・ホ

ー ンの流れをまた ぐガ ラタ橋下 の安 レス

トランへ,ひ さびさに魚 を食べ に行 った

ときの ことである。同席 の トル コ人の男

がテーブルに残 した新 聞を,何 気な く拡

げてい ると,"イ ギ リスの歴史 家,A.ト

イ ンビー,86才 で死す"と いう写真入 り

の記事が 目に焼 きついた。23日 付のヘ ラ

ル ド・トリビュー ン紙 である。

 トイ ンビーが 『歴史 の研究』 の構 想を

いだ き始めたのは,ま さに,こ のイスタ

ンブールを発 したオ リエ ン ト急行 に乗 っ

て,西 方に向 って旅 出 った ときのことで

あった,と い う記憶 がおぼろげなが ら急

速 に蘇がえ ってい った。

 車 窓に展開する トラキアの田園風景に,

この地方の栄 光 と血 ぬ られた過去 に想 い

を め ぐらし,あ るいは,満 月の光 に照 ら

し出されたべ ラ ・パ ランカの峡谷の美 し

さに圧倒 された とい う。 そして,"そ れ
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で も,私 はその晩床 につ く前に,ノ ー ト

の半頁に論題の リス トを書 きつ けてい る

自分に気 づいたのだ った。 この リス トは,

そ の内容及 び順序 において,今 日あるこ

の本の構 想 と実質 的に同 じ も の で あ っ

た。……"(筆 者訳)と 述べ た トインビー

の回想を,の ちに見出 したのだ った。

 50年 前,1921年,ト インビーが乗車 し

た イス タンブールのシルケ ジィ駅が,こ

の レス トランのす ぐ先 に見え る。駅に向

って歩 きなが ら, 『歴史 の研究』 に触発

された こと, と りわけ,Betzveen Oxus

and Jumnaを よ む中で,ア フガニ スタン

をは じめ西アジアへ の関心が深 く大 きく

拡が ってい った10年 ほど前の ことを想い

出 していた。ホームにたたずみ,オ リエ

ン ト急行に乗 りたい とい う衝動にか られ

なが ら,4カ 月ほ どに もなるイランと ト

ル コの調査を想 い返 していた。

 西 ア ジアの調 査の日々の中で,i数 多 く

の人た ちとふれ合 い,そ して,収 集 した

資料 の1っ1つ に も,さ まざまな想 い出

が こめ られてい る。以下 は,そ れ らの 中

か ら,ゾ ロアスター教徒 にかかわ るエ ピ

ソー ドの1つ を選 んだ小文で,調 査報告

とい うよ り,収 集 の回想 ともいうべ きも

ので ある。

2, ゾ ロアス ター教徒 の衣裳

 国 立民族学博物館の収蔵庫 に,1枚 の

ワ ンピースの着物が収 った。昭和50年 度

の収集品の1つ として,イ ランのヤズ ド

か ら大切 に持 ち帰 った ものである。赤 ・

白 ・緑 の三色の絹 でつ くられた女性 の衣

服で ある。今,手 に とってみると,他 の

地域べ るで収集 した色彩豊 かな民族衣裳

427



と比 とあまり見ばえが しない。

    *     *     *     *

 イ ランのほぼ中心部,北 方 か らカ ビー

ル,東 か らル ー トの2つ の 巨大な砂漠 が,

ザ グロスの山系に打 ち寄せて拡が った波

打 ちぎわの小石の ように,砂 漠 に包まれ

てヤズ ドの町が ある。飛行機 で飛べ ば,

首都 テヘランか ら1時 間余 りのヤズ ドも,

汽 車では夜行急行で もた っぷ り13時 間 は

かか る。

 典 型的な内陸 の町で,年 間降雨量50ミ

リ以 下 とい う1,200メ ー トル ほどの この

高原の町は,カ ナー トか ら流れ出 る水以

外には,地 表 の水 は存在 して いない。

 ヤ ズ ドには,多 くの興味 を もちつづ け

て いたが,今 回は,特 に大き く2つ に し

ぼった調査の 目標 をたてていた。第1は,

このヤズ ドは,カ ナー ト堀 り職人 ム ゥカ

ニの拠点であ り,彼 らはイ ラン全土 を中

心に,ア フガニス タンや遠 く北アフ リカ

にまで も出か けて,カ ナー ト堀 りの仕事

に従事 した とい う。カ レ0ズ とい う呼称

もあるが,こ の町 のム ゥカニた ちはカナ

ー トと呼んで いる。 しか し,近 年,豊 富

なオイルダ ラーを背景 に,イ ラン政府は,

動 力によ る水資源 の開発 に力を注ぎ,ム

ゥカニたちの動態 に も,さ まざまの変化

が現われ始めている。 このム ゥカニの動

態 を調査す るとともに,彼 らのカナー ト

掘 りの仕事唄を記録す る目的 を もって い 、

た。 ムゥカニたちの固有 な音楽の中 に,

遠 征先 の諸地 域の音楽 との相互交流 の影

響 をとどめてい るか らであ る。

 ヤズ ド調査の第2の,そ して主 たる目

的は,ゾ ロアスター教の典礼 と教徒 たち

の社会組織や意識構造 な どを調べ る こと

にあ った。

 現 在,イ ン ドのボ ンベイ とこのヤズ ド
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だけに,ゾ ロアス ター教 の伝統的典礼が

継承 されて いる。古代 において,世 界の

巨大宗教に先が けるよ うにペル シ ァを中

心に西南 アジアな ど広域 に拡 が り,ペ ル

シァでは国教で もあ ったゾロアスター教

は,や がて イスラム教にその地位 を譲 り

渡 していった。拠点であ るこのヤズ ドで

す ら,現 在 は1万 人に満たない教徒 を残

しているにす ぎない。

 中世以来,ヤ ズ ドは イス ラム教 の敬慶

な祈 りの地 として,到 る所にマス ジッ ド

(回 教寺院)が あり,尖 塔 がそびえてい

る。 しか し,著 名なマスジ ッド・ジ ョメ

(フ ライデー ・モスク)の 裏手 には,ユ

ダヤ人たちの居住 区が集 中 し,そ のほぼ

中央にはユダヤ教 の拝殿 もひ っそ りと存

在 してい る。

 このヤズ ド周辺の住居は,椀 をふせ た

よ うな ドーム型の屋根を もち,半 地下式

の構造だが,ア フガニスタ ン南部 のカ ン

ダ ハル あた りか ら西方 に,イ ラン東南 部

に多 く見か ける型であ る。猛暑 などきび

しい気候 に対応 した建物であ る。どの家

も高 い土塀 をめ ぐらし,そ れが連 続 して

つなが っている。塀 の一隅には厳重な閂

をつけた木製 の小 さな扉が設 けてある。

土塀 の間を曲 りくね った小路が,露 路の

ようにつづ き,時 折小 さな広場に 出る。

広場には必ず といえるほど,カ ナー トの

水流に降 りる階段 の入 口が設 け られて い

る。浅 くて3メ ー トル,深 いもので も10

メー トル ほども地下 に降 りると,冷 た く

清 らかな水の流れにた どりつ く。

 マ スジ ッ ドが立 ち並 び,バ ザールが幾

重に もつ なが る町の中央部や,ユ ダ ヤ教

徒 の居住区な どとは離 れて,ゾ ロアスタ

ー教徒 たちの居住 区が ある。 その ほぼ中

央 に,松 の木が繁 り,と りど りの花が咲
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き,た わわ にざ くろが実 る庭 園に囲まれ

て,ア ー テシュケデ(拝 火殿)が 建て ら

れている。

 初 めて この拝 火殿 を訪 れた 日,子 供を

亡 くした夫妻のために,供 養 の法要が営

まれていた。神殿の内陣 の中央 には,ア

フ ラマズダ を讃 え る火がほのおを高 く燃

や し,内 陣 の外 には3人 の僧 が経典 ・ア

ヴェスタか らヴィーデヴダー ト(除魔 法)

を朗 唱 している。 アヴ ェス タは,こ のヴ

ィーデヴダ ー トやヤスナ,ヤ シュ トなど

の書か ら成 るが,ヤ スナの一部に詩篇 ガ

ー ターを含んで いる
。ガー ターは ゾロア

スターの啓示,彼 の行 った説 法な どを伝

えた ものである。 このガー ターの朗唱が

ゾ ロアスター教 の典礼音楽の中心であ る。

 異 教徒 のわれわれも,神 殿の入 口に用

意 されてい る白色 の布か帽子をかぶれば,

外 陣までは入る ことが許 され る。モベ ッ

トと呼ぶ僧 の1人 に話 しか けると,彼 は

ボ ンベイか ら派遣 されたイン ド人で,数

年 この地 に留 って祭祀や伝道 に従事す る

とい う。理解の早い この若 いモベ ットは,

早 速調査の 目的達成 のため翌朝,ヤ スナ

の典礼 をわれわれのために捧 げて くれ る

とい う。

 ガ ー ターの朗唱は,イ ス ラム教 のコー

ラン,ヒ ン ドゥー教のヴ ェーダの朗唱 と

きわめて類似す るばか りではな く,グ レ

ゴ リア ンチャン トやユダヤ教の讃歌 と も

共通 している。 それぞれの宗教の成立 に

おいて,相 互に影響 し合 ったためか,あ

るいは,宗 教 における讃歌は 自然に類似

してゆ くものか を考えたい と思 っている。

流れ るよ うになめ らかで,き わめて音楽

的な抑揚 を もつ,メ リスマ的な朗唱であ

る。 この拝 火殿 に通 う間に,門 番 の老 人,

雑 役の老婆やその娘 と親 しく話 し合 うよ

うになった。

 カナー トの水 をたよ りに,僅 かの畠を

耕 して 自給 的な生活 なが ら,貧 しくとも

敬慶 な祈 りの暮 しをつづ けていたゾ ロア

スターの教徒 たちの上 に,近 年 さま ざま

な変化が起 り始 めたようである。豊 富な

外貨を背 景に,イ ラン政府は,近 代 工業

の育成 と発 展を政策 と して,こ の内陸の

町ヤズ ドで も,自 動車の部品工業は じめ,

い くつかの軽工業が始 め られた。 よ く知

られたヤズ ドの手織 りの織物工業 も,次

第 に機械化 されつつ ある。一方では,イ

ラン全土 に氾濫す る車 の流 れは,ヤ ズ ド

もまた,絶 好の中継地 に し,貨 幣経済 と

イ ンフレの波が この町 に押 し寄せて きた

のである。

 伝 統を守 り,比 較 的保守的 な生活を営

む教徒 たちは,こ れ らの潮流 に一歩 お く

れを取 ったことが原 因 して,'生 活 に多 く

の打撃 を受 けることにな って しま った。

涙 なが らに暮 しの苦 しさを語 る老婆 の訴

え も,旅 人 にとっては,な ぐさめ,同 情

をする こと以外にはなすすべ もな く,話

題を変 えてい った。食事 の こと,衣 服 の

ことなど,ハ レ着 に話題がい った とき,

老 婆は自分の部屋か ら1枚 の着物を持 ち

出 してきた。 この老婆が結婚 の とき祖母

よりもらった大切 なもので,100年 ほ ど

前に作 られた ものだ とい う。絹 でつ くら

れ,赤 ・白 ・緑 の,ま るで三色旗の よう

に色鮮やかな もので ある。 レバース と0

般 的に呼ばれるが,ピ ロハー ンとい う呼

称 もあ り,こ の下 に,シ ャルバール ・ガ

ブ リな どと呼ぶズボンをは くのが しきた

りで ある。老婆 は,昔,若 か った頃,祭

りの 日には これを着 て若者 たちの注視を

浴びた となつか しんでいる。娘の婚 礼に

持 たせてや りたい と思 うのだが,娘 は今
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風のデザイ ンの着物が欲 しいとい うよ う

で ある。興味深 く手に とって眺めている

と,娘 は突然,買 って くれ と言いだ して,

老 婆 と口論 を始めて しま った。

 近 年,こ れ らの古い民族衣裳が買い漁

られて,法 外 な値がつ きテヘ ランの土産

物屋に並 び,ヨ ーロ ッパな どに流 れて い

ることは知 っていた。 しか も,そ れ らの

中には,最 近土産用に作 られた もの も多

い ことを聞 き知 って いるだ けに,本 物 の

ゾロアス ター教徒 の衣服 は,わ が国立 民

族学博物館 の資料のためにのどか ら手 が

出るよ うに欲 しい と思 った。 しか し,老

婆 の気持 を考 え,夢 を破 ってはと言 い出

しかねている うちに,老 婆 と娘 の口論 は

治 った。娘が説得 した ようで,老 婆 は,

い くらで買 って くれるか と尋ねてきた。

テヘ ランの土産物屋 や骨董屋につる して

ある衣服の値段を,コ ンピューターのよ

うに,思 い出 し,平 均値を想定 し,良 心な

どいろいろ思 い悩んだあげ く,半 分 ほ ど

の値 をつけた。老婆 と娘 の有様 に神経を

集中 して じっと眺 めた。2人 は互 いに顔

を合 わせ て瞬 きを交 したか と思 うと,相

好を くず し大声 で売 ったと叫んだ。2人

の考 えた額 よ り相 当高 い値段だ と気づ き,

一 瞬値切ろ うか とい う気持が通 りす ぎた

が,も ともと当方 はやや安 いと思 う金額

であ った し,こ れで娘の婚礼の新 しいハ

レ着が買 えるな ら,一 緒 に喜 ぼうとい う
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気持 になっていた。

 あ る一 日,・ヤズ ドの町 はず れにひっそ

りとたたず まいを見せていた,沈 黙 の塔

として知 られ るダホ メ(鳥 葬の丘)を 訪 れ

る。焼 けつ くよ うな陽光を浴びて登る道

は,丘 をめ ぐって折れ曲 る急な坂である。

かつて,白 布 に覆わ れた死者が,教 徒 た

ちにかつがれた姿 を想 い浮べ なが ら,は

るか下に見下す砂漠 の中に,点 々とカナ

ー トの穴跡がつづいてい る。ダ ホメの鉄

扉 は固 く閉 ざされ さびついて開かない。

くずれた壁の一隅を乗 りこえて内に入 る。

散乱 する骨片,風 化 した衣服 の断片 が風

にゆ らぎ,空 を飛 ぶ鳥 の姿 もない。丘 と

町の間の一画 に,新 しく造 られたゾ ロア

スター教徒の墓が並んで見 える。沈黙の

塔 は,さ らに深い沈黙の世界 に入 った よ

うで ある。

 砂 漠に沈 も うとする真 赤な太 陽が,絶

える ことな く燃 えつづけ る拝火殿 の炎 の

ゆ らぎと重な って,あ らためて火の文 明

を考 えていた。火 と太陽の中に,ア フ ラ

マヅダの神を見出す ことはで きなか った

が,砂 漠 に生 きる人 々の知性を深 く感 じ

てい た。

 1枚 の ゾロアスター教徒 の衣裳,赤 と

緑 と白の色彩の中に,彼 らの祈 りと願 い

を見 出 してい る今,こ の衣裳 を眺 める度

に,ヤ ズ ドの人 々との 日々を想 い出す こ

とであろ う。


